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電力技術に関する最近の研究開発
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1. 電力技術に関連する近年の状況

2. メンテナンスの省力化に向けた取り組み

3. 電柱の地震対策迅速化に向けた取り組み

4. 鉄道電力設備における脱炭素化に向けた取り組み

本日の発表
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電力技術に関連する近年の状況

⚫ 少子高齢化による労働人口の減少
⚫ 新型コロナウイルス感染症による輸送需要の減少・回復遅れ

鉄道電力設備のメンテナンス業務における生産性向上

➢ DXによるメンテナンスの省力化
➢ 省メンテナンスに資する劣化メカニズムの解明など

⚫ 大規模地震による電柱の損傷

施工の迅速化が可能な電柱の地震対策

⚫ 脱炭素社会実現に向けたGX関連の法制度成立
⚫ 「鉄道におけるカーボンニュートラル加速化検討会」最終とりまとめ

鉄道電力設備における省エネと再エネ活用の両立
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鉄道の将来に向けた研究開発
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現基本計画RESEARCH 2025（2020～2024年度）の取り組み
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メンテナンスの省力化・省人化に向けて
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＋
生産性向上

メンテナンス

省力化・省人化

安全・安定輸送

省設備化
⚫き電ちょう架式架線
⚫新幹線コンパウンド架線の
シンプル化

長寿命化（省メンテナンス化）
⚫劣化や障害発生メカニズム
の解明

⚫耐久性向上

ＣＢＭ化
⚫適切な取替周期のための
寿命評価

⚫故障・障害発生の予兆検出

自動化・機械化
⚫デジタル技術活用による
メンテナンス作業の負荷軽減

検査・診断の高度化、劣化現象解明による長寿命化には、基礎研究も重要

センシング

データアナリティクス

センシング シミュレーション

データアナリティクス

検査・診断の高度化
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車上・地上間での電流照合による地絡検知手法
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◆デジタルメンテナンスに向けた統合分析プラットフォームの検証

本日
発表
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車上・地上間での電流照合による地絡検知手法
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◆電流照合による地絡検知のイメージ

変電所Ａ

変電所Ｂ

列車
故障電流

高抵抗地絡箇所

12:34:56 変電所Ｂ方面電流値 
Ｘ [A]

12:34:56 変電所Ａ方面電流値 
Ｙ [A]

12:34:56 変電所Ａ～Ｂ間走行中
負荷電流値 Ｚ [A]

照合部
Ｘ＋Ｙと、Ｚとの差がしきい値以
上ならば故障ありと判定

計測データを伝送

1変電所・1列車の条件で電流照合の基礎検証を実施
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深層学習を用いた電車線金具画像の異常検出手法
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架線金具
破断検出

ボルト
取付不良検出

架線金具の主要な異常形態
（変形・破断・外れ・ボルト取付不良）

に対応したスクリーニング処理

対象の色成分分布による腐食状態定量化

形状異常・色異常の検出を自動化する手法を開発
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◆架線金具の形状異常検出 ◆ちょう架線腐食状態の定量化手法

本日
発表



Railway Technical Research Institute

実フィールドにおけるトロリ線の摩耗形態調査
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本日
発表

トロリ線

パンタグラフ

すり板

集電電流

しゅう動痕が見られる溶融痕が見られる
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実フィールドにおけるトロリ線の摩耗形態調査
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本日
発表

◆直動式摩耗試験機（通電接点の発熱を評価） ◆回転摩耗試験機（摩擦による発熱を評価）

しゅう動方向

実フィールドにおけるトロリ線の摩耗形態との関連を調査
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接触力測定用センサ設置例（新幹線用パンタグラフ）
センサ設置のための十分な空間確保が困難

架線・パンタグラフ間の接触力は系の性能評価に用いるほか、
将来的に摩耗メカニズムに基づく摩耗予測を行う上で入力パラメータの一つになり得る

従来の接触力測定手法

架線

枠組

加速度 ひずみ
舟体

すり板

架線・パンタグラフ間の接触力推定手法
本日
発表

センサ数を減らし得るカルマンフィルタ手法の適用を検討
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張力調整装置の伸縮量増大に関する現象解明
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発表
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支線と架空電線による線路方向の電柱地震対策
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高架橋上のコンクリート電柱：要対策対象箇所が多い
対策の施工期間短縮が課題

本日
発表
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単独柱 
線路直角方向の応答大
（高架橋ロッキングなど）

門形化

門形化：線路方向長周期化●門形化による線路直角方向の電柱地震対策が有効な箇所

応答加速度大
ビーム

線路方向固有周期長周期化
（質量増加）

架空電線

線路直角方向線路方向

架空電線による電柱の線路方向固有周期への影響を評価、地震対策として提案
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鉄道分野の脱炭素化の取り組み
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国土交通省「鉄道分野のカーボンニュートラルの目指すべき姿」より
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脱炭素に向けた地上・車載蓄電装置の統括制御
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発電所

他の需要家

風力太陽光

商用系統

車載蓄電
装置

地上蓄電装置
（直流側）

大容量
蓄電装置

エネルギーネットワーク
エネルギー制御部

アグリゲーター

車両基地

① 回生電力活用効果の向上

② 車載蓄電装置の活用

③ 需給調整、再エネ利用率の向上 再エネ

変電所

再エネ
発電量

充放電指令

充電状態／充放電指令運転状態／
運転操縦指令

本日
発表
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おわりに
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鉄道総研 電力技術関連研究グループは、鉄道電力設備に関する
-生産性向上
-脱炭素社会実現への貢献

等を目標とする様々な研究課題に取り組んでいます。

引き続き、皆様方のご支援・ご協力をお願い申し上げます。
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